
Title 北海道における生分解性農業用マルチフィルム施用の検討

Author(s) 田村, 春人; TAMURA, Haruto; 中野, 英樹 他

Citation 北海道大学農学部農場研究報告, 32, 55-60

Issue Date 2001-03-29

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/13453

Type departmental bulletin paper

File Information 32_p55-60.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道大学農学部農場研究報告第32号:55-60 (2001) 

北海道における生分解性農業用マルチフィルム施用の検討

田村春人・中野英樹・本田隆俊・粛藤寛・山田恭裕・星野洋一郎・佐藤博二

(北海道大学農学部附属農場植物資源科学部門)

(2001年1月15日受理)

緒 言

マルチによる土壌被覆は，土壌表面をプラスチ

ックフィルム等で覆うことにより，土壌保温また

は昇温抑制，養水分保持，土壌の団粒構造の維持，

雑草防除などの目的を果たしている。マルチ用ポ

リエチレンフィルムは多種類が開発され，地温上

昇効果を目的とした透明マルチと，除草効果を目

的とした黒マルチが一般的に流通している。しか

しながら，農業用マルチの多くがポリエチレン製

であることから，使用後にも腐食することなく残

存し，全ての残i査を圃場から回収できないことや，

廃棄方法を巡り環境汚染物質ともされ，大きな社

会問題ともなっている o産業廃棄物法が施行され，

農業分野ではマルチ用ポリエチレンフィルムにつ

いても回収義務が課せられているが，回収再利用

は難ししフィルムの断片は園場に残されている

のが現状である。そこで，作物栽培時には，ポリ

エチレン製のマルチフィルムと同等の性能を持

ち，施周期間終了後に消滅する生物分解性の材質

が開発されれば，環境に調和した農業生産活動の

有効な手段と成り得る。

本研究では， トウモロコシデンプンを原料とし

た生分解性コーンポールTM製マルチフィルムの農

業資材としての有効性を試験するために，キャベ

ツを用いた栽培試験を行った。これまでのコーン

ポールTM製マルチフィルムの利用評価は，中部地

方を中心に行われており 1-ヘ気象・土壌条件が異

なり微生物の活性が低いことが推察される北方域

において，生分解性のマルチフィルムの適用性に

ついて考察した。

材料及び方法

コーンポールTM製マルチフィルムの製造方法

本研究に供試したコーンポールTM製マルチフィ

ルムは日本コーンスターチ株式会社(愛知県碧南

市)より提供を受けた。製造方法は以下の通りで

ある。コーンスターチの水酸基に，天然の長鎖脂

肪酸及び短鎖脂肪酸をエステル結合で付加させ

た。その後，水中でこの澱粉脂肪酸エステルを回

収し，さらに，高温.i:威圧下で余分な未反応脂肪

酸他を除去して， コーンポールTMと呼ぶ粉末にし

た。この撤粉脂肪酸エステルと生分解性高分子エ

ステル型可塑剤を，エクストルー夕、一中で混合し

て，ベレット状のコンパウンドにし，このコンパ

ウンドをインフレーションフィルム製造装置で，

厚さ 20mmに加工した。

キャベツ栽培におけるコーンポールTM製マルチフ

ィルムの施用

試験は， 1999年に北海道大学農学部附属農場で

行った。キャベ、ソ品種アーリーボールを供試し，

1999年 6月17日に定植を行った。マルチ幅 135

cm，畝幅60cm，株間50cmに設定した。対照区

として，黒ポリマルチフィルムを用いた試験区を

設けた。病害虫防除等の栽培管理は，北海道大学

農学部F付属農場の慣行法により行った。 1999年 7

月16日に草丈，葉長，葉柄長，葉幅について測定

を行った。 1999年8月16日にキャベ、ソを収穫し，

全重量，根重量，調整後の重量について測定を行

った。また， 1999年 11月16日に，圃場に放置し

ておいたコーンポールTM製マルチフィルムについ

て，ロータリーを用いて鋤き込み試験を行った。
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コーンポールTM製マルチフィルムの強度試験

栽培試験を経過したコーンポールTM製マルチフ

ィルムの物理的特性を明らかにするため，ヲ|っ張

り試験により分解程度の評価を行った。サンプル

に付着した土壌を除去するために，水道水で洗浄

した。サンプルに付着した水分を拭き取った後，

紙のトレイ上で一晩室温で乾燥させた。その後，

サンプルを 23
0

C，相対湿度 52%で3日間維持し

た。 10mmX100mmの短冊状にサンプルを調整

し，縦方向 5点，横方向 5点，引っ張り速度200

mm/minで，弾性率，降伏点伸び率，最大点強度，

破壊点伸ぴ率について測定を行った。また，使用

後のコーンポールTM製マルチフィルムの表面構造

を走査型電子顕微鏡で観察した。

結果及び考察

1999年 6月17日にコーンポールTM製マルチフ

ィルム及ぴ黒ポリマルチフィルムを施用した。マ

ルチフィルムの施行時には，コーンポール.TM製マ

ルチフィルムは若干伸ぴの程度が弱く，突起物と

の接触により裂閲してしまうことがあったが，概

ね，黒ポリマルチフィルムと同等の作業効率であ

った(第1図)。定植作業においても，コーンポー

ルTM製マルチの問題点は認められなかった。定植

後のキャベツの生育についても差異はなく， 1999 

年 7月16日における草丈，葉長，葉柄長，葉幅，

葉数についての生育調査においても，顕著な差は

認められなかった(第 1表)01999年 8月16日の

収穫日まで，コーンポール.TM製マルチフィルムに

目立った劣化はなく，黒ポリマルチフィルムと同

等の機能を維持していた。収穫期までキャベツの

生育については外観上に差異はなく(第2図)，重

量，根重及ぴ出荷用に調整した後の重量を測定し

た結果においても差異は認められなかった(第2

第1表 キャベツ生育調査

第1図 コーンポールTM製マルチフィルムの施設作
業の状況

第2回収穫期のキャベツの生育状況左;黒ポリ
マルチフィルム区，右;コーンポールTM製
マルチフィルム区

表)。コーンポールTM製マルチフィルムについて

は， 1999年 9月8日まで圃場に放置した後に回収

し，施行83日間後に強度テストを行った(第 3

表)。圃場における施用後の弾性率，強度点及び伸

び率の値がかなり低下し，コーンポールTM製マル

チフィルムが生分解されていることが示された。

また， 1999年 8月8日に回収したコーンポールTM

製マルチフィルムの表面構造を走査型電子顕微鏡

で観察した結果，表面に多くの穿孔が見られ，圃

場試験の聞にコーンポールTM製マルチフィルムが

供試数 草丈 (cm) 葉長 (cm) 葉柄長 (cm) 葉1隔 (cm) 葉数(枚)

黒ポリ?ルチ 20 28.4土 2.7 23.4土l.6 5.0土 2.6 24.1 :!:: 3.8 10.8 :!:: 0.7 

コーンポールTM

製マルチ 20 28.7土 4.3 2l.3 :!:: 4.4 7.4土 4.0 22.6土 6.0 10.4土 0.3

1999年7月16日に調査を行い，値は平均値士標準誤差を示した。
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第2表 キャベツの収穫調査

供試数 平均重量 平均根重 平均調整後重

(g) (g) (g) 

黒ポリマルチ 20 2565.5 40.0 1769.5 

コーンポールTM

製7Jレチ 20 2478.5 44.8 1709.5 

1999年8月16日に収穫し，調査を行った。

第3表 コーンポールTM製マルチフィルムの施行前及ぴ施行後の強度テスト結果

厚さ 弾性率

(μm) (kgf!cm2) 
施行則縦 20 7001 

横 20 5303 

施行後縦 30 3311 

横 30 2983 

生分解されていることが示された(第3図)。

1999年 11月 16日，施行5カ月後にロータリー

による鋤き込み試験を行った。乗用トラクターに

接続したロータリーを用いて作業を行ったとこ

ろ，コーンポールTM製マルチフィルムがロータリ

ーに巻き込まれることなく作業は進行し，作業上

の問題はなかった。ロータリーにより TM製マルチ

フィルムは細かく裁断され，土壌中に鋤き込まれ

た(第 4図)。また，鋤き込み後のコーンポールTM

製マルチフィルムを走査型電子顕微鏡で検査した

ところ，ロータリー掛けによる雛や亀裂が多数観

察され(第5図)，生分解が進んだコーンポールTM

第3図 走蜜型電子顕微鏡により観察したコーンポ
ールTM製マルチフィルムの表面構造 (2カ

月間圃場にて使用)

降伏，点 強度点 イ申ぴ率

(%) (kgf!cm2) (%) 

10 276 177 

10 234 174 

11 142 29 

8 109 48 

第4図 キャベツ収穫後にロータリーによりコーン
ポーノレ.TM製マルチフィルムを鋤き込んだ後

の園場状態

第5図 走査型電子顕微鏡により観察したロータリ
ーによる鋤き込み後のコーンポールTM製マ

ルチフィルムの表面構造
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製マルチフィルムが脆くなっていることが示され

た。

1999年の北海道は， 7月から 8月の平均気温が

例年に比べて高く推移し，この気象条件は，コー

ンポールTM製マルチフィルムの分解に影響を及ぼ

し，分解促進に作用したと予想される。コーンポ

ールTM製マルチフィルムの初期の強度は，黒ポリ

マルチフィルムと同等の強度を示し， 3ヶ月間の

使用後においてもそのマルチフィルムとしての性

能を保持していたことから，北海道における使用

時に急激に分解されることはなく，分解による機

能低下の恐れはないと思われる。緩やかな分解は，

土壌中の微生物の密度及ぴ分布に与える影響を少

なくする点においても，使用上の利点がある。一

方，生分解性プラスチックの応用を進めていく上

で考えられる問題は，生分解性プラスチックの分

解過程における中間体の存在が作物及ぴ土壌の与

える影響である。本研究で用いたコーンポールTM

製マルチフィルムが微生物により分解され，生成

される物質が植物に取り込まれることによって生

じる植物の成分変化への懸念や，それによって生

じる栽培管理上の問題点が生じる恐れがある。ま

た，生分解性プラスチックを分解する微生物が特

異的に増殖したり，こうした土壌微生物の分布状

況の変化が，特定の微生物の活動を抑制すること

も想像される。こうした微生物の動態は，栽培植

物の成長や収穫物の成分にも影響を及ぼすことも

予想される。農産物は直接消費者が摂取するもの

であるため，こうした食品としての安全性からの

観点からの解析を今後推し進める必要がある。ま

た，生分解性の素材であっても，固場外部から土

壌へ投入され蓄積される効果についても配慮する

べき問題である。継続的に使用した場合に，単年

では影響が検出されなかった問題が将来生じる可

能性を踏まえ，今後，土壌微生物の構成分布状況，

土壌成分の構成など相互に干渉する要素であるこ

とを配慮して調査する必要がある。生分解性プラ

スチックの製造コストについても思慮、が必要であ

る。農業経営上で採算が合わない資材の実用化は

難しい。実用化に向けたコストと環境の接点を探

るには，製造業者と生産農家に加えて消費者の意

識が反映される必要があり，コスト負担の了解の

上で普及が計られるべきである。

本研究では，北海道においてコーンポールTM製

マルチフィルムが既存のマルチフィルムと同等の

機能を示し，性能面から実用化の可能性を示すこ

とができた。今後，生分解能を追跡調査するとと

もに，同一圃場における複数年に渡る使用が，作

物及び土壌に及ぼす影響について追究する予定で

ある。

摘要

1999年度にキャベツを用いてコーンポールTM

製マルチフィルムの施用試験を行った。対照区と

して黒ポリマルチフィルムを用いた。 1999年7月

16日にキャベツの草丈，葉長，葉柄長，葉幅，葉

数を調査し，生育調査を行ったところ，両区にお

いて差異はなかった。 1999年8月16日の収穫日

までコーンポールTM製マルチフィルムは消失され

ることなく維持された。両区におけるキャベツの

収穫量に差異はなしコーンポールTM製マルチフ

ィルムが黒ポリマルチフィルムと同等の機能を保

持することが明らかとなった。圃場施用後のコー

ンポーlレTM製マルチフィルムの強度試験を行った

ところ，弾性率，強度点及び伸び率の値がかなり

低下し，生分解が進んでいることが示された。ま

た，施用 5カ月後に，ロータリーを用いた鋤き込

み試験を行ったところ，コーンポーjレTM製マルチ

フィルムは細かく裁断されて土壌中に鋤き込ま

れ，作業上に問題は見られなかった。
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Evaluation of the biodegradable plastic films for mulching 

in Hokkaido 

Haruto T AMURA， Hideki N AKANO， Takatoshi HONDA， Hiroshi SAITO， 
Yasuhiro YAMADA， Yoichiro HOSHINO and Hiroji SATO 
(Division of Science of Plant Resourc巴s，Experim巴ntFarms， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido University， Sapporo 060-0811， Japan) 
(Reci巴vedJanuary 15， 2001) 

Summary 

The biodegradable plastic films for mulching， which were made from cornstarch， were applied for 
cultivation of cabbages in Hokkaido. The biodegradable films showed equivalent performance to 

polyethylene films used as a control. The availability of the biodegradable films was kept throughout 
cultivation of cabbages from May 1999 to August 1999， although scanning electron microscopic observa. 
tions proved that the surface of the biodegradable films began to be det巴rioratedbiologically 2 months 
after application in the field. The biodegradable films were easily plowed back with rotary-til1ing after 

harvest of cabbages. In conclusion， this study showed that mulching using the biodegradable films 
would enable to be used for practical applications in Hokkaido. 


